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答弁　本市はこの改正により保育園の運営を圧
迫し重大な問題と認識し、昨年11月6日と本年5
月16日に、県に強い要望で補助継続を訴えてき
た。また、待機児童の問題とこの補助金のあり方
は別の問題とはっきりと異なる認識をしている。
積極的に県に働きかけ、また早急に低年齢児保育
を行っている保育所の運営に支障が出ないよう
に対応を検討していく考えである。

子育て支援について

質問　行政情報のオープンデータ化について、国
では「電子行政オープンデータ戦略」が策定、福井
県鯖江市などでも取り組みが進んでいる。鈴鹿市
の取り組みと考えはどうか。

答弁　データ加工やソフト開発など、二次的利用
がしやすい新たなデータ形式を用いたオープン
データ化について、具体的な取り組みに至ってい

ない。発想は鈴鹿市まちづくり基本条例の趣旨に
も合致。オープンデータ化は、今後、本市の市民参
加推進を図る上で、具体的手段の1つと考え、検討
課題の1つと認識。国の取り組みなど、オープン
データ化の情報収集を行い、あわせて、先進自治体
の事例なども参考に、調査・研究を行っていく。

その他の質問　○総合計画について
　　　　　　　○減災への取り組みについて

オープンデータ化について

中西 大輔議員

質問　子宮頸がんワクチンについて、鈴鹿市内で
副反応の報告はあるのか。また、接種後に重篤な
症状が現れるなどの報告がされているため接種
を一時中断すべきと考えるが、今後の対応はどう
するのか。風しんワクチンについては、接種希望
者への費用助成を導入をお願いしたい。

答弁　鈴鹿市内の子宮頸がんワクチンの副反応
報告は平成24年３月に１件あったが、接種との因
果関係は不明である。
　今後の対応として、市民の健康維持を図るため
に重要な事業であるため接種を継続していく。
　風しんワクチンの費用助成については、三重県
が公費助成制度を県議会へ追加提案したので、鈴
鹿市としても早急に対応する。

予防接種について

泊り 育美議員

質問　市内の治安状況の認識と、その傾向、対策
について。もう一点、神戸地内の幹線道路のス
ムーズな通行と、危険な交差点の早期の改良につ
いて。

答弁　平成24年の鈴鹿警察署における刑法犯認
知件数は3 ,100件である。3年連続で県内ワース
トワンであり、市としても重く受け止めている。平

成24年の窃盗犯件数は刑法犯認知件数81％であ
る。また自転車盗は803件で刑法犯全体の約4分
の1である事から、自転車盗撲滅の取組みを関係
機関と協力して重点的に行なっている。もう一
点、神戸町内を東西に通る、庄野橋神戸線の3カ所
（九丁目、鈴鹿市駅前、百々川橋北詰）の交差点は、
事故も多く大変危険箇所として認識をしている。
地元の方々や関係機関、公安委員会とも協議をし
て早急に調査をして取り組みを行いたい。

市民の安全・安心について

6月定例会 一般質問（要旨）一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく市の一般事務について方針をただすものです。６月定例会で質問を行った議員の主な質問と答弁の内容を紹介します。（質問順）

質問　私立保育所補助の1つ低年齢児保育推進事
業費補助金について、今年度三重県の補助金の中
で、低年齢児保育推進事業費補助金が改正され、
待機児童の有無によって補助金額を設定される
ようになった。本市は、保育所の努力により待機
児童ゼロであり、このままでは大幅な減額となる
が、本市の対応と独自補助は考えていないのか。
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